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【要旨】 

 

特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の割合は、近年増加しており、

特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児童生徒への対応の比重が増していると

言える。 
 ここで、視覚障害教育における指導の中で重要な事項として、保有する視覚の活用を

図ることや、視覚が使用できない場合や十分には使用できない場合において視覚以外の

触覚等を活用することが大切である。このことは、単一障害の視覚障害幼児児童生徒の

場合もそうであるが、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒の場合も同じである。 
 また、そのためには、視覚や触覚の活用状況についての十分な実態把握も必要である。 

 本研究では、こうした視点に立ち、特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児

童生徒の指導における、視覚活用や触覚活用に関する実態把握の方法や、指導内容、指

導方法等について、特別支援学校（視覚障害）を対象として実施した全国実態調査の結

果、同校在籍の重複障害幼児児童生徒の指導事例の提示等に基づいて示した。 

 

【キーワード】  

 

 視覚障害、重複障害、視覚活用、触覚活用、特別支援学校（視覚障害） 
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【⫼ᬒ࣭┠ⓗ】 

 

 特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の割合は、近年増加しており、

特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児童生徒への対応の比重が増していると

言える。 
 ここで、視覚障害教育における指導の中で重要な事項として、保有する視覚の活用を

図ることや、視覚が使用できない場合や十分には使用できない場合において視覚以外の

触覚等を活用することが大切である。このことは単一障害の視覚障害幼児児童生徒の場

合もそうであるが、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒の場合も同じである。同幼児

児童生徒がేࡏ有する▱ⓗ障害や⫥య⮬⏤等への対応とともに、このࡼうな視覚障害

への対応が大切である。 
また、視覚活用や触覚活用を図るためには、ಶࠎの幼児児童生徒における視覚や触覚

の活用の状況に関して、十分な実態把握が必要である。 
 以ୖのことを㋃まえ、本研究では、視覚障害を伴う重複障害の幼児児童生徒の特別支

援学校（視覚障害）における指導ୖのㄢ㢟を全国調査等にࡼり把握したୖで、こࢀまで

の関㐃する▱ぢや事例の㞟等にࡗࡼて、ୖグのࡼうな視覚障害への対応というほ点

 。の㐺切な指導内容や指導方法等を示すことを┠ⓗとしたࡽ

 

【᪉ἲ】 

 

㸯㸬ᖹᡂ �� ᖺᗘ 

 ᖹᡂ 29 年ᗘには、全国の特別支援学校（視覚障害）を対象として、視覚や触覚活

用に関する実態把握に↔点をᙜてた全国調査を実施し、実態把握に関するㄢ㢟をᩚ⌮

する。また、ಶ別の指導ィ⏬にも↔点をᙜてて、そのసᡂ方法とసᡂ࣭活用ୖのㄢ

㢟等を᫂ࡽにする。 
㸰㸬ᖹᡂ �� ᖺᗘ 

ᖹᡂ 30 年ᗘには、全国調査の結果を㋃まえて、研究༠ຊᶵ関である特別支援学校

（視覚障害）の༠ຊのୗ、視覚活用や触覚活用に関する指導事例を㞟する。ࡽࡉに、

特ᐃの活ືの中で、視覚活用や触覚活用について実態把握をしていࡃためのほ点をᩚ

⌮する。 
 

【⤖ᯝ⪃ᐹ】 

 

㸯㸬ᅜᐇែㄪᰝ 

（㸯）調査の┠ⓗと方法 
本調査では、特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の全国ⓗな状況
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について、幼児児童生徒の実態（ేࡏᣢつ障害の状況、視ຊの状況等）とඹに、特に、

幼児児童生徒についての実態把握に関する状況とㄢ㢟、ಶ別の指導ィ⏬のసᡂ方法とస

ᡂ࣭活用ୖのㄢ㢟を᫂ࡽにすることを┠ⓗとした。 

 調査の方法としては、特別支援学校（視覚障害）67 校に対して㒑㏦にࡼる㉁ၥ⣬調

査を実施した。幼⛶㒊、ᑠ学㒊、中学㒊、㧗等㒊本⛉ᬑ㏻⛉について、そࢀࡒࢀ重複障

害学⣭に在籍する幼児児童生徒を調査対象とした。調査ᮇ㛫は、ᖹᡂ 29 年 11 ᭶ࡽᖹ

ᡂ 30 年 1 ᭶までであࡗた。 

（㸰）結果 

ձᅇ⋡ 

 64 校ࡽᅇ⟅をᚓた（ᅇ⋡ 95.5㸣）。 

ղ幼児児童生徒の実態について 
  幼児児童生徒がేࡏ有する障害の割合では、視覚障害のに▱ⓗ障害をేࡏ有する割

合が 63.2%と᭱も㧗ࡃ、ḟいで▱ⓗ障害と⫥య⮬⏤をేࡏ有する割合が 23.4%と⥆い

た。視覚障害のにేࡏ有する障害で、障害の⤌ࡳ合ࡏࢃにࡽࡼない割合では、ࠕ▱ⓗ障

害 ⏤⮬య⊫ࠕ、（96.2%ࠖ） 㛢⮬ࠕ、（29.3%ࠖ） （ࠖ15.9%）の割合が㧗ࡗた。 
視ຊの状況については、視ຊ㸮の割合が 30.6%、ᡭືᘚ以ୗの割合（ࠕᡭືᘚ ග覚ࠕࠖ、 、ࠖ

視ຊ㸮ࠖの割合の合ィ）はࠕ 54.5%であࡗた。こうした幼児児童生徒に対しては、とり

 。るࢀࡽけ、触覚の活用が重要になると⪃えࢃ
 ճ実態把握におけるㄢ㢟 
  実態把握のయไや᳨査㢮のᩚഛ㠃でㄢ㢟ࡔと⪃えていることの割合はࠕ重複障害幼児

児童生徒のための㐺切な᳨査方法がない （ࠖ54.2%）や、ࠕ実態把握に関する㐺切なཧ⪃᭩

やࢡࢵࣈࢻ࢞等がない（ࠖ44.1%）、ࠕ実態把握に関する十分な研ಟのᶵがない（ࠖ42.4%）

が㧗ࡗた。 
実態把握の内容㠃では、視覚、触覚、⫈覚の活用というྛ✀のឤ覚に関するホ౯（そ

、㐠ືⓎ㐩、ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᡭ指のᶵ⬟、言ㄒ࣭、（49.2%、52.5%、55.7%、ࢀࡒࢀ

ㄆ▱Ⓨ㐩というྛ㡿ᇦのホ౯（そ63.9%、47.5%、47.5%、44.3%、ࢀࡒࢀ）が、おしな

 。たࡗて㞴しいとする割合が㧗
 մಶ別の指導ィ⏬に関するㄢ㢟 
  ಶ別の指導ィ⏬のసᡂと活用に関するㄢ㢟としては、ࠕ㸯年㛫で㐩ᡂྍ⬟な年㛫指導┠

ᶆを立てること（ࠖ48.4%）、ࠕලయⓗで㐩ᡂྍ⬟な学ᮇの指導┠ᶆを立てること（ࠖ50.0%）、

⣔⤫ⓗな┠ᶆを立てることࠕ （ࠖ53.2%）という┠ᶆタᐃに関ࢃる項┠について、全て㞴

しいと⪃える割合が㧗ࡗた。 
 
㸰㸬 

  全国調査の結果を㋃まえ、視覚活用や触覚活用に関する指導事例を㞟した。㞟し

た事例は、特別支援学校（視覚障害）の幼⛶㒊、ᑠ学㒊、中学㒊に在籍する幼児児童生
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徒ィ㸲ྡの指導事例であࡗた。ここでは、そのうち㸰事例をྲྀりୖࡆて、Ṍ⾜や教ᮦの

᧯సといࡗた特ᐃの活ືの中での視覚活用や触覚活用をಁした例について㏙る。 
（㸯）幼⛶㒊ᙅ視幼児の事例 
  本幼児は、ඛኳᛶⓑ内障でࣥ࢘ࢲの幼児である。ⓑ内障についてはᡭ⾡をཷけてお

り、Ỉᬗయ㝖ཤのため║㙾を使用している。▹ṇ視ຊは、⦤視ᶆにࡼる視ຊホ౯にࡼり、

୧║で 0.1㹼0.2（年㛗 4 ṓ）である。 
  ㌟యⓎ㐩について、㐠ືᶵ⬟の㠃ࡽ、⮬ຊでのṌ⾜はྍ⬟であると⪃えࢀࡽるが、

まࡔ⮬ຊṌ⾜を⾜うᵝ子はࢀࡽࡳていない。また、ᡭ指にࡼる≀の᧯సに関して、ᚤ⣽

なᡭ指の㐠ືにㄢ㢟があࡗた。本事例は、こࡽࢀの実態を㋃まえ、単⊂Ṍ⾜にྥけた指

導やᡭ指の᧯సᛶのྥୖをಁす教ᮦを用いた指導において、視覚の活用が図ࢀࡽた事例

である。 

  単⊂Ṍ⾜にྥけた指導の中では、∦ᡭのࡳ教ဨとつないࡔ∦ᡭつなࡂでのṌ⾜におい

て、⛣ື中に特ᐃの場ᡤをぢつけて、その方ྥに㐍ࡴ、その場ᡤの特ᐃの≀（ࢻのࣀ

 。たࡗうになࡼるࢀࡽࡳす等のことがࡤᡭすり等）をぢてᡭをఙ、ࣈ
  ᡭ指の᧯సのྥୖをಁす教ᮦを用いた指導においては、教ᮦの一㒊をぢてᡭをఙࡤす、

そࢀがᶓに⛣ືする㝿や、ୗにⴠちる㝿に㏣視することがࢀࡽࡳた。また、教ᮦのྥき

がいつもと␗なࡗていることにぢてẼづいて、ඖのྥきにᡠすこともࢀࡽࡳている。 
 

（㸰）ᑠ学㒊┣児童の事例 

  本児童はඛኳᛶ୧║↓║であり、୧║とも⩏║を用している。また、▱ⓗⓎ㐩の

㐜ࢀがࢀࡽࡳる。 

 触覚の活用に関しては、୧ᡭの分や、≀の⾲㠃や内㒊を᥈⣴するᡭ指のືき、ᙧの

ᘚ別等にㄢ㢟があࡗた。≀の⾲㠃や内㒊を᥈⣴するᡭ指のືきについては、≀の⾲㠃や

内㒊をとࡧとࡧに触ることで⾜ࡗており、⾲㠃等について、切ࢀ┠なࡃ全యを触ること

がࢀࡽࡳなࡗた。 
こࡽࢀの実態を㋃まえて、図㸯のࡼうに࣮ࣔࣥࣜࢯࢵࢸのᰕࡉし教ᮦを用いた指導

にࡗࡼて、触覚の活用が図ࢀࡽた事例である。 

  この指導の中で、≀の⾲㠃や内㒊を᥈⣴するᡭ指のືきについては、教ᮦの⾲㠃で✰

の⨨を᥈るᡭ指のືきが、とࡧとࡧではな

た。このᡭ指のࡗるືきにな㐃⥆してたࡃ

ືきで教ᮦの⾲㠃を➃ࡽ➃まで触ることも

た。また、✰にᰕをධࡗうになࡼるࢀࡽࡳ

、めたり☜をࡉして✰の大きືࡽてࢀ

指をධࢀて大きࡉを☜めるために指をᅇ㌿

 。たࡗうになࡼるࢀࡽࡳるືきもࡏࡉ
ᅗ㸯 ࣔࣥࢯࢵࢸーࣜࡢᰕࡋࡉᩍᮦ 

カチカチ
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㸱㸬どぬά⏝ゐぬά⏝㛵ࡿࡍᐇែᢕᥱࡢほⅬ 

た特ᐃの活ືの中での視覚活用をྲྀりୖࡗ㸰㸬事例ࠖでは、Ṍ⾜や教ᮦの᧯సといࠕ

 。たについて㏙たࢀࡽࡳうな⾜ືがࡼの視覚や触覚を用いた⾜ືとして、ࡆ

ここで、視覚を用いた⾜ືのことを、一⯡に、視⾜ື（visual behavior）と言うが、

Hall & Bailey（1989）では、視⾜ືを⾲㸯に示す㸱つに分㢮している。 

この㸯㹼㸱の視⾜ືの分㢮は、特ᐃの活ືの中でࢀࡽࡳたಶࠎの視⾜ືについて、ࡼ

り分ᯒⓗにᩚ⌮して、把握することをྍ⬟にするものと⪃えࢀࡽる。༶ち、ಶࠎの視⾜

ືが、㸯㹼㸱のࢀにあたるをࡳることで、そࡽࢀをᩚ⌮して把握することができる。 
また、視覚活用の状況に関して、⾜ືほᐹを⾜う㝿のほ点として用いることもできる

と⪃えࢀࡽる。༶ち、⾜ືほᐹにおいて、㸯㹼㸱のࢀにあたる視⾜ືがࢀࡽࡳるを

 。た⾜ືほᐹ結果をᚓることができるࢀࡉ⌮りᩚࡼ、ことでࡃていࡳ
 

表㸯 ど⾜ືࡢศ㢮 

ど⾜ືࡢ✀㢮 ㄝ᫂ 

㸯㸬視覚ⓗにὀពを

ྥける⾜ື 

視覚ⓗにఱにὀពをྥける（ぢる）ことに関ࢃる視⾜ືで、≀

をᅛ視する、ື をぢつものを㏣視する、視⥺を⛣ືする、ఱࡃ

ける等 

㸰㸬視覚ⓗに調る

⾜ື 

視覚ⓗにఱを調る（ぢてㄆ▱、ᘚ別等を⾜う）ことに関ࢃる

視⾜ືで、≀やேの㢦、⤮等がఱである視覚ⓗに調る、調

てそࢀと分る等 

㸱㸬視覚ⓗにࢺࣥࢥ

 た㐠ືࢀࡉ࣮ࣝࣟ

視覚を用いて㐠ືを࣮ࣝࣟࢺࣥࢥすることに関ࢃる視⾜ືで、≀

をぢてᡭをఙࡤす、視覚を用いて⛣ືする、ືసをᶍೌする等 

  

触覚活用についても、Smith and Levack（1996）では、触覚を実㝿の場㠃でのࡼう

に使用するというᶵ⬟ⓗなほ点ࡽ、触覚が関する⾜ືの分㢮として、ࠕ᥈す （ࠖࣛ

る調ࠕ、（。に、あるいはព図ⓗにᡭで≀を᥈す࣒ࢲࣥ （ࠖఱのうえでᡭをືして触

覚ⓗな特ᛶについてのሗをᚓる。）、ࠕ᧯సする （ࠖ≀をព図ⓗにືすこと。）等の分㢮

が示ࢀࡉている。 
視覚の場合と同ᵝ、この触覚が関する⾜ືの分㢮は、特ᐃの活ືの中での触覚活用

の状況について、ࡼり分ᯒⓗにᩚ⌮して、把握することをྍ⬟にするものと⪃えࢀࡽる。

また、触覚活用の状況に関して、⾜ືほᐹを⾜う㝿のほ点として用いることもできると

⪃えࢀࡽる。 
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【⥲ྜ⪃ᐹ】 

 

  全国実態調査の結果ࡽ、特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒に

関する実態把握が㞴しいと⪃えࢀࡽている割合が㧗ࡃ、同幼児児童生徒に関して指導┠

ᶆのタᐃが㞴しいと⪃えࢀࡽている割合も㧗いことが分ࡗた。 

本研究では、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒について、教ᮦを用いたㄢ㢟や、

Ṍ⾜、సᴗ等、特ᐃの活ືの中で視覚活用や触覚活用をಁした指導事例を示した。特ᐃ

の活ືの中で視覚活用や触覚活用に関する実態をヲ⣽に把握して、そࡽࢀの活用をಁす

ことが重要であると⪃えࢀࡽる。なお、本研究では、特ᐃの活ືの中で視覚活用や触覚

活用についての実態把握を⾜うためのほ点も示した。本研究では㝈ࢀࡽたᩘ例の指導事

例を示すにとまࡗているが、ここで示したほ点は、視覚や触覚の活用状況をᩚ⌮して

把握する㝿や、⾜ືほᐹの㝿にもཧ⪃になりᚓるものであると⪃えࢀࡽる。このࡼうな

実態把握が、ලయⓗで㐩ᡂྍ⬟な指導┠ᶆのタᐃや、その┠ᶆ㐩ᡂのための㐺切な指導

内容࣭指導方法のタᐃにもつながるものと⪃える。 
なお、全国実態調査の結果ࡽは、特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児

童生徒への対応として、▱ⓗ障害や⫥య⮬⏤への対応が必要なことがከいことが分

る。本研究では、▱ⓗ障害、⫥య⮬⏤等への対応を㋃まえて視覚活用や触覚活用をಁ

した指導事例をྲྀりୖࡆている。例えࡤ、触覚活用についても、全┣であࡤࢀ触覚の活

用が⮬↛に図ࢀࡽるということではない。ୖグの事例をྵめて、研究ᡂ果ሗ࿌᭩でࢀࡩ

ているࡼうに、触ることへのᢠ、ᡭ指の㐠ືのไ㝈、ᡭ指の調ᩚຊのなࡉ（ᚤ⣽な㐠

ືのᅔ㞴）等、そࢀࡒࢀの幼児児童生徒の状況を㋃まえなけࡤࢀなࡽない。また、ㄆ▱

Ⓨ㐩や㡢ኌ言ㄒの⌮ゎやⓎヰの状況等を㋃まえ、その幼児児童生徒にࢃる言ⴥけや

実≀の提示、ලయⓗな≀の᧯సにࡼる学⩦等が必要である。 

 

【ᡂᯝࡢά⏝】 

特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の実態について全国ⓗな状況ۑ

を▱ることができる。 

同幼児児童生徒の指導に関して、視覚活用や触覚活用に関する実態把握の方法、指導ۑ

内容、指導方法を、事例にࡼるලయ例もྵめて示しており、指導のཧ⪃として活用でき

る。 

視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒は特別支援学校（視覚障害）以外の障害✀の特ۑ

別支援学校にも在籍しており、そこでも指導のཧ⪃として活用できる。 

 
 




